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はじめに

◼牛津高等学校で小城市出前講座を開催しました

令和５年７月４日に牛津高等学校と包括連携協定を締結し、牛津高等学

校と連携を図っており、小城市が実施している出前講座を開催しました。

出前講座は、「市長講座」、「脱炭素」など６講座を開催しました。

◼包括連携協定について

小城市、西九州大学、牛津高校、小城高校の４者で教育・福祉・文化及

びまちづくりなどの様々な分野で相互に協力し、魅力向上を推進するため、

包括連携協定を締結しました。
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出前講座一覧

NO 講座名 内容 担当 延べ受講者数

1 発見！ おぎの「すごい」
小城市の「自然」「歴史」「文化」「人」に焦点を当て、その背景に
ある物語や情熱に触れていきます。

市長 16

2
さぁはじめよう脱炭素！～
地球にいいこと 街にいい
こと～

小城市では「ゼロカーボンシティ」を表明し、温室効果ガス排出量を
2050年までに実質ゼロとするための取り組みを進めていくこととして
います。 この講座では、一人ひとりが家庭で簡単にできる「地球に
いいこと 街にいいこと」につながる取り組みを紹介します。家計も
節約できる「お財布にもいいこと」になるお得な内容です。

環境課 24

3
迷惑かけていませんか！
あなたの行動

環境課に寄せらている苦情などの事例を紹介し、みんなで守るべき暮
らしのルールを解説する講座です。

環境課 33

4
身につけよう！消費トラブ
ル護身術

小城市消費生活センターでは、「還付金詐欺・架空請求・不当請求・
点検商法・投資詐欺・・・」などいろいろな悪質商法の被害を未然に
防ぐため、消費生活相談員等による出前講座を行います。

人権・同和対策室 34

5
認知症についてもっと知ろ
う！

一人ひとりが「自分ごと」として理解するために、認知症について
もっと「知る」ことが大切です。そもそも認知症とは？どんな症状が
出るの？症状が出たらどうすればいい？相談先は？などについての講
話を行います。

高齢障がい支援課 35

6 自主防災組織育成出前講座
市内全地区に対し、不定期で「災害に対する日ごろの備え」や「自助、
共助の必要性」などの研修を実施しています。地域の特性や実情に
合った講座内容になっています。

防災対策課 21

計 163
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出前講座 発見！ おぎの「すごい」の講座
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出前講座 さぁはじめよう脱炭素！～地球にいいこと 街にいいこと～
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出前講座 迷惑かけていませんか！ あなたの行動
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出前講座 身につけよう！消費トラブル護身術
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出前講座 認知症についてもっと知ろう！
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出前講座 自主防災組織育成出前講座
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出前講座 アンケート

◼ 生徒のアンケートでは、小城市の課題や取組に関心を持った・やや関心を

持ったが９割を超えました。

項目 ２回の講義延べ人数 割合

関心を持った ７３ ４４．９％

やや関心を持った ７６ ４６．６％

あまり関心を持てなかった ０ ０％

関心を持てなかった ３ １．８％

未回答 11 ６．７％
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牛津高等学校出前講座の学生の感想

◼今回の小城市出前講座を受講して、自分が知ら
なかった小城の魅力をたくさん知ることができ
ました。

◼小城市は本当にすてきな地域ということを実感
した。

◼自分たちの地域の文化などをよく知り、誇りに
思うことが大切だと思いました。
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牛津高等学校出前講座の学生の感想

◼少しでも温室効果を減らすために節電を心掛け
たり、プラスチックの使用をなるべく減らした
り、ゼロカーボンアクションに取り組んでいき
たいです。

◼すべて燃えるゴミとして出すのでなく、資源ゴ
ミになりそうなものは、資源ゴミにまわすと
いった工夫をしていきたい。

◼大事なことは、自分が住んでいる地域のゴミの
捨て方をしっかり把握しておくが分かった。
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牛津高等学校出前講座の学生の感想

◼今回の講座で学んだことは、契約の難しさにつ
いてです。買い物をするときはより注意をして
いかなければならない。

◼認知症の人を直接支援するのは、まだ難しいけ
ど、認知症を受け入れる地域にしたいです。

◼今後、取り組みたいことは、認知症の方が安心
感を持てる社会にしていくことです。
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牛津高等学校出前講座の学生の感想

◼自分の命・家族の命が守れるように水や食料、
簡易トイレの備蓄、家具の固定など身近なこと
から取り組みたいです。

◼自分が主に生活している地域の防災についてよ
く考えてみようと思った。

◼ゲームや話を聞いて、実際に災害が起きた時に、
自分がどのような行動を取るのかシュミレー
ションができました。災害が起きたときのため
に避難所を調べたり、備蓄品を用意したい。
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牛津高等学校出前講座の成果

◼小城市の魅力・施策・課題を市内や市外の若者

（高校生）に周知することができました。

◼小城市に関心を持つ若者（高校生）が増えまし

た。
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